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（認定）宝塚NPOセンター　理事長　牧里 毎治
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（順不同、敬称略　期間：2018年3月21日～2018年5月31日まで）



平成30年度通常総会報告

日時：平成30年5月27日（日）13:30-15:00
会場：宝塚市立男女共同参画センター
参加人数：正会員71名（うち委任状48名）
提案された議案・報告はすべて承認可決されました。

(単位：円)
当初予算 決算額

Ⅰ 経常収益
１． 受取会費
２． 受取寄付金
３． 受取助成金等
４. 事業収益
５. 受託収益
６． その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
１． 事業費

人件費
その他経費

事業費計
管理費

人件費
その他経費

管理費計
経常費用計

Ⅲ 経常外収益
雑収益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

雑損失
経常外費用計
　 税引前当期正味財産増減額

法人税等
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
当期正味財産合計

平成29年度特定非営利活動に係る事業会計

平成29年4月1日～平成30年3月31日まで

科　　　　目

　活　動　計　算　書　   簡　易　版

（単位：円）
当初予算

Ⅰ 経常収益
１． 受取会費
２． 受取寄付金
３． 受取助成金等
４. 事業収益
５. 受託収益
６． その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
１． 事業費

人件費
その他経費計

事業費計
管理費

人件費
その他経費

管理費計
経常費用計

Ⅲ 経常外費用
雑損失

経常外費用計
　 税引前当期正味財産増減額

法人税等
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
当期正味財産合計

平成30年度特定非営利活動に係る事業会計

平成30年4月1日～平成31年3月31日まで

科　　　　目

　活　動　予　算　書　

 

 
役 職 氏 名 現 職 

理事長 牧里 毎治 関西学院大学 名誉教授 

副理事長 遠座 俊明 大阪ガス株式会社 エネルギー・文化研究所 

副理事長 橘田 てつ子 認定 NPO 法人 経営支援 NPO クラブ 

理事 西井 進剛 兵庫県立大学 経営学部 教授 

理事 福島 達夫 社会保険労務士 

理事 細谷 崇 CoderDojo 西宮・梅田代表 

理事 越知 昌賜 兵庫県立大学 経営学部 特任教授 

理事 中山 光子 認定 NPO 法人 宝塚 NPO センター 事務局長 

監事 中原 さくら 中原会計事務所 

監事 田中 茂 特定非営利活動法人 シミンズシーズ代表理事 

 
 

平成30年度の理事・監事の体制

・宝塚市市民活動促進支援事業
・ひょうごアドプト推進業務
・宝塚市きずなの家事業

・兵庫県生きがいしごとサポートセンター事業

・伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理業務

・宝塚市職場体験付若者就労支援事業
・伊丹市若年者就労サポート事業
・地域若者サポートステーション事業
・宝塚市就労準備支援事業及び自立相談支援事業

・100 色珈琲事業

・情報提供、講演
・東日本大震災支援
・ネットワーク事業

平成30年度に取り組む事業

平成30年度通常総会報告

　平成29年度は久しぶりに多くの理事に新しく着任していただきました。新しい理事体制になり、当団体も中間支援団
体として変化を求められている時期にきているように思います。当団体が設立された20年前はまだ特定非営利活動促
進法もなく、NPOという日本社会にとっては馴染みのない市民公益団体をあまねく啓発・促進するにはインターミディ
アリーという中間支援組織が必要でした。しかしながら、その役割は以前のようなNPOの啓発・促進だけでなく、色々な
セクターの協働を支える組織に変化しています。その背景には、NPO法人以外にも社会目的をもって活動する団体の
すそ野が広がってきたことがあります。民法改正による一般社団法人、一般財団法人という形態で非営利活動などの
事業展開がしやすくなったこと、株式会社、自営業などであってもコミュニティビジネスやソーシャルビジネスに取り組
みやすくなったこともあるかもしれません。設立から20年が経ったいま、当初のままの在り方でいいのかと問われるとい
ささか悩むところではあります。ただ、市民セクターとして市民活動のすそ野を広げる団体として『市民活動の交差点』
でありたいという願いは変わらず堅持し続けたいと思います。
　ここ数年は、地縁組織での自治活動や相互扶助の活動やボランティア活動など伝統的な非営利公益活動以外にも、
就労・起業という形での『もうひとつの社会参加』があると信じて事業展開し、非正規雇用の若者や高齢者の就労など
を通じた社会参加の課題にも取り組んできました。平成29年度重点的に取り組んできた事業は、特定非営利活動法人
制度にいう20の不特定かつ多数のものの利益に寄与する目的のうち、『まちづくりの推進を図る活動』と『職業能力の
開発又は雇用機会の拡充を支援する活動』の二つが該当するでしょう。
　新規事業は、伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理業務や兵庫ひきこもり相談支援センター阪神ブランチです。
従来事業の中では、生きがいしごとサポートセンター事業で実施した『女性起業セミナー』に定員を上回る申し込みが
あるなど、時代のニーズに応じた社会参加プログラムの開発が求められています。
　平成30年度は超高齢社会への社会参加を見据えた取り組みとともに、地域(まち)をつくる中間支援団体として、人を
つなぎ団体を支援し、多くの方々の社会参加を実現させていきたいと思います。

理事長　牧里 毎治

伊丹市立市民まちづくりプラザ、2年目の指定管理を迎えて

宝塚NPOセンターが、伊丹市立市民まちづくりプラザの指定管理者として施設運
営を担うことになり、折り返しの2年目に入りました。昨年1年間は、多くの市民の方
々に支えられ活動を続けてまいりましたが、2年目の平成30年度は活動の領域を
さらに広げ、その内容をより一層深化させていくことができればと考えております。
ご承知のとおり、「まちづくり」は一人ひとりの市民の方々、さまざまな地域団体、自
治体などが「協働」して作り上げていくものです。その受け皿としての市民まちづく
りプラザが機能できるよう、職員一同これまで以上に力を尽くしたいと思います。
よりよいまちづくりを目指して、多くの方のご参加・ご協力をお待ちしております。

伊丹市立市民まちづくりプラザ 

〒664-0015
兵庫県伊丹市昆陽池2丁目1番　スワンホール2階

TEL　：　072-780-1234／FAX　：　072-785-0234
E-mail：　icm-puraza@hcc6.bai.ne.jp

【利用時間】10：00～20：00
【休館日】　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）


